
































































44.2％のpeak が誘発された。ESとMS によるpeak の潜時差はTM
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リン酸化部位およびYxxΦモチーフが関与していたが、これらの機
能を欠損させる変異体＜KCNQ1（4A）、KCNQ1（Y662A）＞を用い
た検討においても、a1AAR刺激は、野生型KCNQ1と同様の変化を引
き起こした。これらの結果より、２つの受容体刺激は共にQ1/E1電
流を抑制し、その抑制にはKCNQ1のインターナリゼーションが関
与しているものの、両受容体間において、KCNQ1のインターナリ
ゼーションを惹起するメカニズムは異なることが示唆された。
４．「ASSRを用いた補充現象解析への取り組み」
窪田俊憲，渡辺知緒，伊藤吏，千葉寛之，青柳優（山形大学
医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座）
　内耳性難聴者では聴力正常者と比較し、音の物理的な増大に対す
る感覚的な変化が大きく感じる補充現象が生じる。難聴者にて補聴
器利得を調節する際には補充現象の有無が重要となる。補充現象の
検査法は自覚的検査が主で、他覚的で周波数特異性が高い検査法は
存在しない。そのため、乳幼児では補充現象の有無を判断すること
ができず、難聴乳幼児の補聴器利得調節が正確に行なうことができ
ないのが現状である。この問題を解決するために当教室では、他覚
的で周波数特異性の高い聴性定常反応検査（ASSR）を用いて乳幼
児でも施行可能な他覚的補充現象検査法の開発のための研究を行
なっている。本研究会ではこれまでの研究成果について報告する。
特別講演
　 「起立と歩行の運動制御」
山口峻司（山形大学大学院理工学研究科　生体センシング機
能工学専攻）
　陸棲動物において起立と歩行は生存の根幹である。食物を得るに
も、捕食者から逃避するにも、あるいは子孫を残すパートナーを得
るにも歩き・走り、起立は歩行・走行の前提となっている。歩行・
起立の運動制御の神経機構について、（i ）歩行のリズムと筋活動パ
タンの生成機構、（i）起立姿勢を回復する立直り反射、なかでも仰
臥位から落下したときに空中で姿勢を回復する空中立直り反射の神
経機構、（ii）起立姿勢制御に不可欠と考えられるバランス制御につ
いて、ヒトの倒立振子制御機構、（iv）起立・歩行の運動調節、以上
４点に焦点を絞って概観する。（i ）では、歩行リズム、パタン生成
には脊髄内の反響回路が重要であることを示す。一方、（i）では空
中立直り反射のパタンは中脳被蓋が生成することを示唆する。（ii）
ではヒトの精細なバランス調節が間歇的制御によることを示す。
（iv）ではこれらの結果に基づいて大脳、大脳基底核、小脳による
運動調節をスケッチする。
